
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．距離計測機器（ＤＭＤ）の使用 

●距離計測機器（ＤＭＤ）の使用が認められます。 

ただし、高低差、風向きなど他のプレーに影響する要素は

計測できません。 

ＤＭＤ（距離計測機器の略 Distance Measuring Device） 

 

２．球の捜索時間が３分になります 

●球の捜索時間が５分から３分に短縮されます。 

 今後は紛失球が多くなりますが、ローカルルールでの紛失

球の処理を利用してプレーのペースに役立ててください。 

 ※公式試合では暫定球が増えることになる。 

３．損傷クラブ 

13．地面にくい込んだ球 

12．キャディーは後方に立てません 

５．ドロップの方法が変わります ７．球が自分やキャディーに当たっても無罰 ６．２度打ちしても罰はありません 

19．救済を受ける時はマーカーに告げなくてもよい 

20．救済時はいつでも球の取り換えＯＫ 

14．バンカーのルースインペディメント 15．バンカー外へのドロップ可能に 16．ペナルティーエリアという新しい概念 

17．ペナルティーエリアでの規則緩和 

４．キャディーの規則緩和 

９．旗竿を立てたままパットＯＫ 

10．グリーン面に触れただけでは無罰 11．グリーン上の損傷を修復可能に 

８．球を動かしたことの罰の免除 

18．救済エリアを計測するクラブ 

●損傷の原因、状態に関係なく（プレーヤーが怒って壊した

としても）損傷したクラブの使用を続けることができる。

また、その損傷がプレーヤーの責任ではない場合を除き、

損傷クラブを取り替えることはできない。 

●現在は肩の高さからドロップしていますが、新規則では

膝の高さからドロップすることになります。 

              低い位置からドロップする

ことで、救済エリアの中に

球を止めやすくなり、再ド

ロップなどの処置をするこ

とを避けることができま

す。 

 

※ここでは要点のみの解説であり、すべての変更を記したものではありません。 

●２度打ちした時の１打罰が

なくなります。 

偶然、不可抗力で２度打ちし

たことに罰を課す必要はあ

りません。そのストロークを

１打と数えるだけとなりま

す。 

●ストロークした球が偶然

にプレーヤー自身に当た

ってしまった、また自分

のキャディーや用具に当

たっても罰はありませ

ん。球はあるがままにプ

レーします。 

●パットするときにそのプレーの線上のグリーン面に触れ

ただけでは罰はありません。             

 

例えばキャディーが狙い目

を指で触れることも違反で

はありません。 

ただし、改善をしたという

事実があれば罰（ストロー

クプレーでは２打罰）を受

けることになります。 

●パッティンググリーンの損傷個所（人、動物、乗り物等 

 によって作られたもの）を修復することができます。  

 

例えば、プレーの線上にあ

るスパイクマークも修復で

きるようになります。 

ただし、自然に窪んでいる

ところを平らにすることは

できません。 

●新しい規則では、パッティンググリーンの球に限っては、

キャディーがプレーヤーの承認を得なくてもマークして拾

い上げることができます。 

●新しい規則では救済処置をする場合にマーカーに告げる必

要はありません。これはプレーヤーの誠実さを信頼するゲ

ームの原則を尊重しています。なお、暫定球をプレーする

場合は、従来通り「暫定球をプレーします」と告げなけれ

ばなりません。 

●バンカーに球があるときに、アンプレアブルの追加の選

択として、２打の罰を加えれば球とホールを結ぶ線上で 

バンカーの後方の外側にドロップすることができる。 

 

               

               

 

 

 

●現在のウォーターハザードは水域だけを設定できます。新し

いペナルティーエリアは水域だけでなく、委員会が１打の罰

でラテラル救済を認めたい区域に設定できます。 

 ペナルティーエリアは赤杭または赤線で区域を表示します。

詳しくは裏面をご参照ください。 

 

●新規則では次の場合に球を動かしたことの罰が免除され

ます。 

○球を探しているときに自分の球を動かした場合。 

○パッティンググリーン上

で偶然に動かした場合。 

○規則に基づいて球をマーク

する、拾い上げる、リプレー

スするときに球を動かして

しまった場合。       

●プレーヤーがスタンスをと

った後にキャディーが後方

に立つことを禁止していま

す。 ストロークを行う前

に離れたとしても罰（スト

ロークプレーでは２打罰）

を受けることになります。

●現在の規則では罰なしの救済（例えばカート道路からの

救済）では球を取り替えることができません。 

 

新しい規則では、罰あり、

罰なしに関係なく救済規

則に基づいて拾い上げた

球は別の球に取りかえる

ことができます。 

●パットした球がホールに立

てられている旗竿に当たって

も罰はなく、球はあるがままに

プレーします。（ホールインが

認められる）この規則はロング

パットの際に誰かが旗竿に付

き添う時間の節約になります。 

●「ジエネラルエリア」（ス

ルーザグリーンに代わる新

しい語）のどこででも地面

にくい込んだ球を罰なしに

救済を受けることができ

る。※ただしローカルルー

ルで制限がある場合を除

く。 

●球がバンカー内にある場

合、ルースインペディメ

ント（木の葉、石、など

の自然物）を罰なしに取

り除くことができるよう

になります。 

●ペナルティーエリアの球を

あるがままにプレーする場

合、クラブを地面につけるこ

とができますし、ルースイン

ペディメントを取り除くこ

ともできる。つまり、ジェネ

ラルエリアと同じ規則でプ

レーできることになります。 

●１クラブレングスや２クラ

ブレングスの救済エリアを

計測するクラブはプレーヤ

ーがそのラウンドのために

持ち運んでいる最も長いク

ラブ（パターは除く）となり

ます。 


